
[ 様式 2-3表]

独立行政法人

日本学生支援機構理事長　殿

（「変更可能月額一覧表（第二種奨学金）」を参照して記入してください。）

から　

円 円

■　保証制度

〒

電話番号

（自署） 生年月日 年 月 日

〒

電話番号

（自署） 生年月日 年 月 日

■親権者又は未成年後見人（本人が未成年者の場合のみ記入）
上記の者が，現在貸与を受けている奨学金について本申請を行うことに同意します。

〒 〒

（℡：　　　　　　　　　　　　　　　　　） （℡：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

上記記載のとおり相違ないことを証明します。 ●学校記入欄(必須)

（学校の証明）

※証明者は課長相当職以上の方としてください。

氏　名

従 前 の 奨 学 金 月 額

氏　名

住　所

0 希 望 す る 奨 学 金 月 額 6 0 0 0

年 1 1

■　月額変更　　　　

0 0 0 0

返 還 誓 約 書 機 構
提 出 （ を 記 入 ） □済20 年 月 日

学　校　名
　関係課長（※）

第二種奨学金貸与月額変更願（届）（増額）

奨　学　生　番　号

0
円

年次 氏 名
（自署）学校 課程 研究科

貸与 学科（科）
短期大学

フリガナ

変更後の借用金額
（予定・総額） 2

学籍番号 JS111
提出日 西暦　 20X3　 年 　 11月 24日

8 X 3 1 2 生年月日 西暦　 20X4　 年 　 10月　1日 (満　19　歳)0 4 0 0 2 1

（親権者又は
未成年後見人）

住所・氏名（自署）

希望する増額始期（注） 西暦 2 0 X 3

4

私は，上記の貸与月額の増額を承諾し，記載の奨学生番号によって本人が負担する一切の債務につき，奨学金の返還の完了まで本人と連帯して保証し，関係法令及び返還
誓約書等にしたがって債務履行の責を負います。

私は，上記の貸与月額の増額を承諾し，記載の奨学生番号によって本人が負担する一切の債務につき，本人が返還すべき返還未済額の２分の１を保証し，関係法令及び返
還誓約書等にしたがって債務履行の責を負います。

今後貸与を受ける奨学金の保証を，引き続き公益財団法人日本国際教育支援協会に委託しますので，保証料は貸与金額から独立行政法人日本学生支援機構が差し引い
て同協会に支払うこととしてください。

（親権者）
住所・氏名

（自署）

アルバイトを減らし、資格取得の勉強時間を確保するため。

7 6 0 0 0

変 更 す る 理 由

住　所

月
「希望する増額始期」については，
本願出の提出日の属する月以降を記入してください。

日本学生
支援機構

キコウ　タロウ

機構　太郎
1

奨学金 学部
大学（院）

学 校 番 号 区分

実

印

実

印

電話番号 （担当者名）

（ ）
－ －

印

✓

3 1 8 0 0 0 0

7 0 0 0 0

機

構

機

構

記入例

【増額反映月が増額始期の次月以降になる場合の振込例】

（本例では1月振込反映の申請期限までに不備が無い状態で機構に届いた場合を想定しています。）

希望する増額始期を提出日の属する11月としているところ、実際には11月分の振込は既に完了しており、

12月分も従来どおりの40,000円が振り込まれる。

1月振込分にて希望の70,000円および従来との差額30,000円×2か月分の計130,000円が振り込まれ、

2月以降は希望の70,000円の振込となる。

４万円 ７万円 ７万円 ７万円 ７万円

４万円 ４万円 ４万円 １３万円 ７万円

１０月 １１月 １２月 １月 ２月
１１月２４日提出 １１月始期を希望

希望

実際

↓

１１月から７万円としたいが

１１月は既に振込が完了

↕ ↕差額

３万円

差額

３万円 計６万円

１月振込反映の提出期限に提出

されたため、１２月も振込４万円

１月に希望の額＋差額の振込

２月から希望額での振込

変更後の借用金額以外の訂正には

訂正印の押印は不要。

【機関保証制度の場合の例】

変更後の借用金額に訂正が生じたので、

金額全体を二重線で抹消し、本人の訂正印を

押印。氏名横にも同一の印鑑を押印。

※人的保証制度の場合は、

連帯保証人・保証人の訂正印も必要。

増額始期：11月 振込反映月：１月
↑ ↑


	【記入例・様式2-3】二種増額



